
別
表
第
一
の
三
中
「
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
」
を
「
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
」に
改
め
、同
表
第
一
〇
〇
八
・

六
〇
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
〇
〇
八
・
六
〇

ラ
イ
小
麦

二

そ
の
他
の
も
の
の
う
ち

別
表
第
一
第
一
〇
〇

八
・
六
〇
号
の
二
に

掲
げ
る
税
率
の
適
用

を
受
け
る
も
の
以
外

の
も
の

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
一

一
円
六
三
銭

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
一

一
円
二
七
銭

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
一

〇
円
九
〇
銭

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
一

〇
円
五
三
銭

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
一

〇
円
一
七
銭

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
九

円
八
〇
銭

別
表
第
二
第
〇
九
一
〇
・
一
一
号
中
「

_

そ
の
他
の
も
の

無
税

」
を

「

_

そ
の
他
の
も
の

Ｂ

そ
の
他
の
も
の

無
税

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
一
二
一
一
・
九
〇
号
中
「

四

そ
の
他
の
も
の

無
税

」
を

「

四

そ
の
他
の
も
の

_

そ
の
他
の
も
の

無
税

」
に
改
め
る
。

平成™›年š月š˜日 土曜日 (号外特第˜—号)官 報

別
表
第
一
の
三
の
二
中
「
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
」
を
「
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
六
中
「
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
」
を
「
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
」
に
改
め
、
同
表
第
一
三
項
中

「
第
一
〇
〇
八
・
六
〇
号
」
を
「
第
一
〇
〇
八
・
六
〇
号
の
二
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
七
第
四
五
項
中
「
第
一
〇
〇
八
・
六
〇
号
」
を
「
第
一
〇
〇
八
・
六
〇
号
の
二
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
八
中
「
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
」
を
「
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
」
に
改
め
る
。

（
コ
ン
テ
ナ
ー
に
関
す
る
通
関
条
約
及
び
国
際
道
路
運
送
手
帳
に
よ
る
担
保
の
下
で
行
な
う
貨
物
の
国
際
運
送
に
関

す
る
通
関
条
約
（
Ｔ
Ｉ
Ｒ
条
約
）
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

コ
ン
テ
ナ
ー
に
関
す
る
通
関
条
約
及
び
国
際
道
路
運
送
手
帳
に
よ
る
担
保
の
下
で
行
な
う
貨
物
の
国
際
運
送

に
関
す
る
通
関
条
約
（
Ｔ
Ｉ
Ｒ
条
約
）
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第

六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
す
る
。

第
四
条
中
「
取
り
は
ず
さ
れ
た
」
を
「
取
り
外
さ
れ
た
」
に
、「
三
月
間
」
を
「
一
年
」
に
、「
三
月
を
」
を
「
一
年

を
」
に
、「
国
際
運
送
」
を
「
貨
物
の
運
送
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
国
際
運
送
」
を
「
貨
物
の
運
送
」

に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
り
、
第
九
条
を
第
八
条
と
し
、
第
十
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
九
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

（
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
の
う
ち
関
税
法
第
百
五
条
の
改
正
規
定
中
「
第
六
十
七
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
」
の
下
に
「
、
同
項
第

四
号
の
二
中
「
関
係
者
」
の
下
に「（
次
項
に
お
い
て
「
輸
出
者
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
又
は
」
を
削
り
、「
を
検

査
す
る
」
を
「
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
し
、
又
は
当
該
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。）の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
求
め

る
」
に
改
め
」
を
加
え
、「
前
項
第
六
号
」
を
「
前
項
第
四
号
の
二
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、「
に
よ
り
」
の
下
に
「
輸

出
者
等
又
は
」
を
、「
応
じ
て
」
の
下
に
「
当
該
輸
出
者
等
又
は
」
を
加
え
る
。

第
三
条
の
う
ち
関
税
法
第
百
十
四
条
の
二
第
十
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
百
五
条
第
一
項
第
六

号
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
第
四
号
の
二
又
は
第
六
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
第
三
項
中
「
新
関
税
法
第
百
五
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
新
関
税
法
第
百
五
条
第
一
項
第
四
号
の
二

及
び
第
六
号
」
に
改
め
、「
以
後
に
」
の
下
に
「
同
項
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
輸
出
者
等
又
は
」
を
加
え
、「「
輸
入

者
等
」
を「「
輸
出
入
者
等
」
に
、「
当
該
輸
入
者
等
」
を
「
当
該
輸
出
入
者
等
」
に
、「
旧
関
税
法
第
百
五
条
第
一
項
第

六
号
」
を
「
旧
関
税
法
第
百
五
条
第
一
項
第
四
号
の
二
又
は
第
六
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
中
関
税
法
第
六
十
八
条
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
九
十
四
条
の
改
正
規
定

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日

二

第
三
条
中
関
税
暫
定
措
置
法
第
十
三
条
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
十
四
条
の
改
正
規
定

沖
縄
振
興
特
別
措
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
三
号
）
の
施
行
の
日

三

第
二
条
中
関
税
法
第
十
五
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
五
条
の
二
の
改
正
規
定
、同
法
第
十
六
条
の
改
正
規
定
、

同
法
第
十
八
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
六
十
七
条
の
二
の
改
正
規
定
（
同
条
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
同

法
第
九
十
九
条
の
改
正
規
定（「
承
認
又
は
」
の
下
に
「
第
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
（
貨
物
の
積
卸
し
）、」
を
加

え
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
百
十
四
条
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
百
十
四
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第

五
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
関
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
関
税
法
（
次
条
第
二
項
及
び
附
則
第
六
条
に
お
い
て
「
新
関
税
法
」
と
い

う
。）第
九
十
四
条
の
規
定
は
、
前
条
第
一
号
に
定
め
る
日
以
後
に
輸
出
又
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
た
貨
物
に
つ
い
て
適

用
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
関
税
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
既
に
そ
の
公
訴
の
時
効
が
完
成
し
て
い
る
罪

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に

日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
五
条

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並

び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
、「
第
七
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
る
。

（
検
討
）

第
六
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
関
税
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
関
税
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

財
務
大
臣

安
住

淳

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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